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H-

U
V 

L（
L
E
D
） 搭
載
リ
ス
ロ
ン
G
3
7

に
よ
っ
て
、
う
ち
わ
製
造
の
効
率
は
ど
の
よ

う
に
変
わ
っ
た
の
か
。
鈴
木
副
工
場
長
は
、

「
う
ち
わ
は
、
4
色
＋
ニ
ス
の
仕
事
で
す
。
導

入
前
は
、
菊
全
4
色
機
と
菊
半
4
色
機
２
台

を
使
い
、
4
色
刷
っ
た
後
に
ニ
ス
を
通
す
、

〝
２
回
通
し
〞
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
効
率
と

段
取
り
の
改
善
を
図
る
た
め
、
5
色
機
を
選

定
し
ま
し
た
」 

と
5
色
機
に
し
た
背
景
を
語

り
、
導
入
効
果
を
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
う
ち
わ
製
造
は
、5
月
か
ら
8
月
に
集
中
し
、

短
納
期
で
大
量
に
仕
上
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

当
社
の
遅
れ
が
、後
工
程
で
あ
る
貼
り
を
さ
れ

る
お
客
様
を
待
た
せ
て
し
ま
う
状
態
。
従
来
機

で
は
、ニ
ス
が
完
全
に
乾
い
て
い
な
く
て
断
裁

時
に
く
っ
つ
い
て
し
ま
う
な
ど
、後
工
程
に
支

障
が
あ
り
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、H-

U
V 

L

（
L
E
D
） 搭
載
の
リ
ス
ロ
ン
G
3
7
に
よ
っ
て
、

4
色
＋
ニ
ス
を
ワ
ン
パ
ス
で
行
い
、そ
の
ま
ま

後
工
程
に
移
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。パ
ウ

ダ
ー
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
も
解
放
さ
れ
、そ
の
他
の

印
刷
物
に
お
け
る
折
り
加
工
や
製
本
加
工
で
も
、

問
題
の
発
生
が
な
く
な
り
ま
し
た
。こ
の
好
調

な
要
因
の
一
つ
に
は
、K-

サ
プ
ラ
イ
を
多
く
採

用
し
て
い
る
こ
と
に
も
あ
る
と
思
い
ま
す
」

H-

U
V 

L（
L
E
D
） イ
ン
キ 「
K
G-

9
1
4」 に

加
え
、イ
ン
キ
ロ
ー
ラ
ー
メ
ン
テ
ク
リ
ー
ナ
ー

や
色
替
え
洗
浄
補
助
剤
、
湿
し
水
な
ど
、
多
く

の
K-

サ
プ
ラ
イ
を
採
用
し
て
い
る
。
鈴
木
副

工
場
長
は 「
K-

サ
プ
ラ
イ 

イ
ン
キ
を
使
っ
て

み
た
ら
、
立
ち
上
が
り
が
非
常
に
よ
く
、
他
の

K-

サ
プ
ラ
イ
に
も
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
ブ

ラ
ン
ケ
ッ
ト
の
着
肉
性
や
ブ
ラ
ン
離
れ
が
よ
く
、

す
ぐ
に
濃
度
が
追
従
し
て
き
ま
し
た
。
他
の

メ
ー
カ
ー
と
比
べ
て
、
こ
ん
な
に
違
う
の
か
と

驚
き
ま
し
た
。
浸
水
処
理
液
は
、
油
性
の
こ
ろ

か
ら
継
続
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
」 

と
評
価
。

さ
ら
に
印
刷
課
の
川
田
課
長
は
、「
H-

U
V 

L（
L
E
D
） 搭
載
リ
ス
ロ
ン
G
3
7
と
K-

サ
プ
ラ

イ
の
組
み
合
わ
せ
の
効
果
が
、さ
ま
ざ
ま
な
面

で
出
て
い
ま
す
。パ
ウ
ダ
ー
が
な
く
な
り
、上
質

紙
・
特
殊
紙
な
ど
で
も
、す
ぐ
に
裏
返
し
て
ド
ン

テ
ン
で
き
る
な
ど
、効
率
が
上
が
り
ま
し
た
。ま

た
、色
合
わ
せ
が
A
I
機
能
の
自
動
補
正
に
よ
っ

て
早
く
な
り
、す
ぐ
に
本
刷
り
が
ス
タ
ー
ト
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
は

網
点
の
再
現
性
が
非
常
に
良
く
、イ
ン
キ
ツ
ボ

ロ
ー
ラ
ー
ク
リ
ー
ナ
ー
も
、イ
ン
キ
汚
れ
を
き
れ

い
に
除
去
で
き
て
、素
晴
ら
し
い
商
品
で
す
」 と
、

作
業
の
効
率
化
と
現
場
の
負
荷
低
減
を
語
る
。

現
在
、
香
川
印
刷
は
月
に
1
回
の
ペ
ー
ス

で
K
O
M
O
R
I
と
改
善
活
動
を
行
っ
て
お

り
、
静
電
気
防
止
の
た
め
に 「
ｅ-

Ｍ
ｉ
ｓ
ｔ

（
微
粒
子
加
湿
型 

静
電
気
抑
制
装
置
）」 

を
導

入
す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
効
率
化
と
負
荷
低

減
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
鈴
木
副
工
場
長
は 

「
K
O
M
O
R
I
に
、
改
善
し
た
い
状
況
を
見
せ

て
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
K
P-

コ
ネ
ク
ト（
K
O
M
O
R
I
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ク

ラ
ウ
ド
）も
活
用
し
、
各
工
程
に
か
か
っ
て
い

る
時
間
を
把
握
す
る
こ
と
か
ら
始
め
、
印
刷
工

程
を
い
か
に
改
善
で
き
る
か
を
、
常
に
検
討
し

て
い
ま
す
。
改
善
活
動
に
よ
っ
て
、
機
械
の
稼

働
率
は
す
で
に
10
%
向
上
し
ま
し
た
」 

と
、
手

応
え
を
感
じ
て
い
る
。

香
川
印
刷
は
2
0
2
0
年
、
県
よ
り 「
香
川

県
中
小
企
業
B
C
P
優
良
取
組
事
業
所
」 に

認
定
さ
れ
た
。
上
林
社
長
は
、「
H-

U
V 

L

（
L
E
D
） が
あ
る
の
は
、
四
国
で
当
社
だ
け
。

H-

U
V 

L（
L
E
D
） 指
定
の
仕
事
も
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
当
社
の
行
動
指
針
は
挑
戦
と

創
造
と
信
頼
。
創
業
以
来
、
お
客
様
か
ら
の
信

頼
を
何
よ
り
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。
リ
ス
ロ

ン
G
3
7
を
今
後
の
戦
略
の
軸
に
し
、
H-

U
V 

L（
L
E
D
） の
特
長
を
最
大
限
に
生
か
し
〝
一
芸

に
秀
で
る
〞
こ
と
で
、
お
客
様
の
さ
ま
ざ
ま
な

期
待
に
応
え
て
い
き
ま
す
」 と
展
望
を
語
っ
た
。

「
親
会
社
で
あ
る
ず
ゞ
や
㈱
も
当
社
も
香
川

県
に
本
社
が
あ
り
ま
す
。
同
県
丸
亀
市
は
地

場
産
業
と
し
て
う
ち
わ
の
全
国
生
産
量
の
9

割（
1
億
本
）を
占
め
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
う

ち
わ
完
成
品
メ
ー
カ
ー
が
集
積
し
て
い
ま
す
。

ず
ゞ
や
で
は
地
場
産
業
支
援
と
し
て
約
30
年

前
か
ら
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
製
う
ち
わ
骨
の
製
造

を
開
始
し
ま
し
た
。
丸
亀
を
中
心
と
し
た
う
ち

わ
メ
ー
カ
ー
に
骨
の
供
給
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

現
在
で
は
年
間
6
0
0
0
万
本
を
生
産
す
る
ま

で
に
至
り
ま
し
た
。
香
川
印
刷
㈱
と
M
&
A
検

討
の
ご
縁
を
い
た
だ
き
、『
こ
れ
は
必
ず
う
ち

わ
メ
ー
カ
ー
の
力
に
な
れ
る
』 
と
直
感
し
ま
し

た
。
骨
の
受
注
と
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
印
刷
物
の

ご
相
談
も
い
た
だ
け
、
県
内
で
の
印
刷
、
納
品

と
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
」 と
、
M
&
A
に
よ
る
シ
ナ
ジ
ー
効
果

を
語
る
上
林
社
長
は
、
2
0
2
0
年
6
月
か
ら

香
川
印
刷
の
会
長
兼
社
長
も
務
め
て
い
る
。

2
0
1
9
年
に
は
、
四
国
初
と
な
る
H-

U
V 

L（
L
E
D
） 

搭
載
リ
ス
ロ
ン
G
3
7（
A
全
判

オ
フ
セ
ッ
ト
枚
葉
印
刷
機
）を
導
入
し
た
。
背

景
に
は
、
印
刷
機
の
老
朽
化
と
、
う
ち
わ
製

造
の
効
率
化
が
あ
っ
た
。

「
グ
ル
ー
プ
会
社
化
当
初
は
、
油
性
印
刷
機

が
5
台
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
2
台
が
30
年
を
経

過
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
印
刷
の
安
定
性

向
上
や
将
来
の
受
注
増
加
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
発

展
性
を
考
慮
し
、
3
台
を
破
棄
し
て
、
新
台
を

1
台
入
れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

社
運
が
か
か
っ
た
新
台
導
入
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
何
度
も
協
議
さ
れ
た
。
そ
の
結
果 

「
印
刷
の
圧
倒
的
な
時
間
効
率
の
良
さ
」 「
印

刷
の
仕
上
が
り
」 「
後
加
工
へ
の
時
間
待
ち
の

短
縮
」 「
新
し
い
印
刷
の
可
能
性
」 

な
ど
の
点

か
ら
U
V
機
に
絞
ら
れ
た
。「
他
メ
ー
カ
ー
も

検
討
し
た
が
、
技
術
的
な
安
定
性
が
高
く
、

サ
ー
ビ
ス
の
体
制
が
抜
群
に
整
っ
て
い
て
安

心
で
き
る
K
O
M
O
R
I
に
決
め
ま
し
た
」

リ
ス
ロ
ン
G
3
7
と
K-

サ
プ
ラ
イ
の
組
み
合
わ
せ
で

作
業
効
率
向
上
と
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
負
荷
低
減
を
同
時
に
実
現
。

　
1
9
4
8
年
創
業
の
香
川
印
刷
株
式
会
社
は
、
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
印
刷
に
加
え
香
川
県
の
地
場
産
業
で
も
あ
る
う
ち
わ
の
印
刷

な
ど
を
手
掛
け
、
地
域
と
と
も
に
成
長
し
て
き
た
。
2
0
1
7
年
、
う

ち
わ
骨
の
製
造
も
行
う
、
仏
壇
仏
具
製
造
卸
小
売
の
ず
ゞ
や
株
式
会

社
の
グ
ル
ー
プ
会
社
と
な
り
、
新
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
2
0
1
9
年

に
は
、
四
国
初
の
H-

U
V  

L（
L
E
D
）搭
載
リ
ス
ロ
ン
G
3
7（
A
全

判
オ
フ
セ
ッ
ト
枚
葉
印
刷
機
）を
導
入
、
多
く
の
K-

サ
プ
ラ
イ
を
採

用
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
と
効
果
に
つ
い
て
、
上
林
幸
則
会
長
兼
社
長
、

製
造
部
副
工
場
長
兼
工
務
課
課
長
の
鈴
木
信
一
氏
、
製
造
部
印
刷
課

課
長
の
川
田
政
次
氏
、オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
櫛
橋
啓
太
氏
に
お
聞
き
し
た
。

香
川
印
刷
株
式
会
社代表取締役 会長兼社長

上 林  幸 則 氏

H-

U
V 

L（
L
E
D
）機
の
導
入
で

シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
高
め
る

K
O
M
O
R
I
と
の
改
善
活
動

稼
働
率
10
%
ア
ッ
プ
の
効
果

リ
ス
ロ
ン
G
3
7
と
K-

サ
プ
ラ
イ

組
み
合
わ
せ
の
効
果

KAGAWA

製造部副工場長兼工務課課長
鈴木  信一 氏
「さまざまなサプライ品をテスト
した結果、ＫＯＭＯＲＩのK-サ
プライを選びました。サポート
も含め、安心感があります」

印刷課オペレーター
櫛橋  啓太 氏
「Ｋ-サプライの色替え洗浄補
助剤は、洗浄効果が強力で、
色替え洗浄時の作業負担を
大幅に軽減してくれています」

製造部印刷課課長
川田  政次 氏
「K-サポートは、電話対応や
スケジュール相談に関して、
明確な返答をしてくれて、非
常にいいと思います」

「導入後の慣らし運転時などでも、KOMORIは
 頼もしかったです。KOMORIにしてよかった」

左：H-UV L（LED）搭載リスロンG37起動式（2019年9月26日）
中：香川印刷では多品目のＫ-サプライが使用されている。
右：H-UV L（LED）搭載リスロンG37と香川印刷の皆様
「K-サプライでそろえることで、サポートやメンテナンスをより効果的に受けることができます。印刷
機の稼働も安定しており、従来機と比較して、１時間当たり1、2台多く刷れています」（鈴木副工場長）

本社 / 香川県高松市郷東町792-9
高松印刷センター内

http://www.kagawa21.com/
TEL / 087-882-3338


